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特別支援教育における就学支援 に関する 一 研究

一 軽度発達障害児 の ｢個別の就学支援計画｣ の 策定 ･ 運用 を通 して
-
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中央教育審議会 は ｢ 特別支援教育を推進する た め の 制度 の 在り方 に つ い て｣ ( 答申) を 2 0 0 5 年 1 2 月 に公 表 し

たが ､ 障害 の あ る幼児児童生徒 の 就学 の 在り方 に つ い て は ､ 具体 的に は 明示 して い な い ｡ 今後､ 特殊教育から特

別支援教育 へ の 制度 の 改正 に伴 い
､ 障害 の ある幼児児童生徒を乳幼児期 か ら学齢期､ 学校卒業後 に わ た る長期的

な視点か ら支援 して い く こ と ば
､ 今 日的 な重要課題で ある｡ そ こ で本稿 で は､ こ れ まで あまり報告されてい ない ､

就学期 にお け る軽度発達障害児の ｢ 個別 の 就学支援計画｣ の 策定 ･ 運用 を通 して ､ こ れ か ら の特別支援教育 にお

け る障害の あ る幼児児童に対す る就学支援 の 在り方 に つ い て 考察を加 え た｡ 特 に､ こ れ か ら の 就学指導委員会や

特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー の 役割 に つ い て 検討を行 っ た結果､ 就学指導委員会 は､ 調査 ･ 相談 ･ 判定の 他に､

｢ 個別の 就学支援計画｣ を策定 して 就学先の 学校 に引き継ぐこ と､ 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

は ､ 校内 で 就

学支援会議を中心 に な っ て設 定 ･ 運営 して い く こ と､ な どが 考察 され た｡

キ
ー ワ ー

ド : 特別支援教育､ 就学 支援 ､ 就学指導委員会､ 軽度発達障害児､ 個別の 就学支援計画

1 は じめに

2 1 世紀 の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会

議が､ 2 0 0 1 年 1 月 に公表した ｢2 1 世紀の特殊教育の 在り

方に つ い て 一
一 人 一 人の ニ ー ズ に応じた特別な支援の在

り方に つ い て - ( 最終報告)｣ に お い て ､ ｢ 第 2 章 就学

指導の在り方の改善に つ い て｣ の 中で ､ ｢1 . 乳 幼児期から

学校卒業後まで の
一

貫 した相談支援体制の整備｣ ､ ｢2 . 就

学指導委員会の役割の充実｣ などを提言して いる
1)
｡

上記の ｢1 . 乳 幼児期から学校卒業後まで の
一

貫 した相

談支援体制の整備｣ に つ い て は､ さ らに ｢ 教育､ 福祉､

医療､ 労働等が
一

体とな っ て 乳幼児期から学校卒業後ま

で障害のある子ども及びその保護者等に対する相談及び支

援を行う体制を整備する｣ と明示された｡ この提言を受け

て
､ 各都道府県は ｢障害のある子どものための教育相談体

系化推進事業｣ に取り組み､ 三重県で は､ 四 日市市を モ

デ ル地域に指定し､ 2 0 0 3 年 3 月 に は､ 保健､ 福祉､ 教育､

医療が連携したサ ポ
ー

ト会議 (教育相談連絡会議) の設

置や教育相談個別 フ ァ イ ル の 書式 ､ 個人情報の 保護等に

つ いて まとめた ｢ 障害のある子どもの ため の教育相談 マ ス

タ ー プラ ン｣ を策定して い る
2)
｡

その 後､ 特別支援教育の在り方に関する調査研究協力

者会議は､ 2 0 0 3 年 3 月 に ｢ 今後 の特別支援教育の在り方

に つ い て ( 最終報告)｣
3)
を公表し､ ｢ 第 2 章 今後の特別

支援教育の在り方に つ い て の 基本的な考え方｣ の 中で ､

｢ 個別の教育支援計画の必要性｣ を提言して い る｡ これ は､

障害のある幼児児童生徒を生涯にわた っ て支援する観点か

ら
､ 教育

･

福祉
･

医療
･

労働などの 関係者
･

関係機関が

相互に連携し合い ､ 障害のある幼児児童生徒の多様な ニ
ー

ズに適切に対応する教育的支援を効果的に行うために ｢ 個

別の教育支援計画｣ の策定が提言されたの で ある｡ この

｢ 個別の教育支援計画｣ ( 図1
ヰ)
参照) の策定は､ 先 の ｢ 2 1

世紀 の特殊教育の在り方に つ い て ( 最終報告)｣ の提言を

踏まえ､ これを発展させたもの である｡ 盲 ･ 聾 ･ 養護学校

では､ ｢ 個別の教育支援計画｣ を 20 0 5 年度まで に策定す

ることにな っ て い る
5)
が ､ 小

･

中学校等で は今後の課題と

な っ て い る｡

一

方 ､ 上記の ｢2 . 就学指導委員会の役割の充実｣ に つ

いて は
､
2 0 0 2 年 4 月 に ､ 学校教育法施行令の

一

部改正が

行われ､ 就学基準等の見直しが行われた
6)
｡ そ の 後､ 文部

科学省が､ 2 0 0 2 年 6 月に まとめた ｢ 就学指導資料｣
7)
の 中

の ｢ 就学指導委員会の役割の充実｣ の項 には､ ｢ 市町村の

就学指導委員会が､ 特殊学級､ 通級 による指導等の教育

的支援の内容等に つ いて校長に助言したり､ 市町村立の小 ･

中学校や盲 ･ 聾 ･ 養護学校に就学した障害の ある児童生

徒に対する就学指導の フ ォ ロ ー ア ッ プを行う等によりそ の

機能の充実を図ることも重要で ある｡ ｣ と明示された｡

ま た､ 中央教育審議会が ､
2 0 0 5 年 1 2 月 に公表 した

｢特別支援教育を推進するための制度の在り方 に つ い て

( 答申)｣
8)
( 以下､ 中教審答申と記す) に おい て ､ ｢ 第 6 章
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柿崎 弘 ･ 宮村 昇 ･ 薮岸加寿子 ･ 森倉 千佳

関連する諸課題に つ い て｣ の ｢ 障害の ある児童生徒の就

学の在り方に つ い て｣ の項の 中で ､ ｢ 障害 のある児童生徒

の義務教育諸学校 へ の就学相談
･ 指導は､ 就学時のみな

らず就学後も含めて
一

層重要な役割を担うこと になる｡ こ

の ため､ その在り方に つ い て は､ ( 中略) 引き続き検討 し､

必要な見直しを行う ことが適当である｡｣ と指摘した上で ､

さ らに､ 次の ように示された｡

(1) 就学指導に際して の児童生徒の教育的 ニ
ー ズの的確な

把握及び反映の
一

層の充実

①児童生徒の教育的 ニ
ー ズをきめ細かく把握し､ これ を

就学先の決定に反映するための 調査 ･ 審議を専門的

に行う機関である就学指導委員会等の構成 ､ 開催方

法等

②児童生徒本人及び保護者の意向を把握し､ こ れを就

学先の決定に反映するための就学指導の在り方

③乳幼児期からの相談体制の構築を含めた就学前からの

教育相談の在り方

④個別の支援計画の活用を含めた関係機関等と連携し

た就学指導の在り方

など
､ 就学指導に際して児童生徒の教育的 ニ

ー ズを的確

に把握しこれを教育内容や就学先の決定に反映する取組を

一

層充実する観点､ が示された｡

上記の ｢ 就学指導資料｣ に明記された､ 就学後の教育

的支援内容を助言したり､ フ ォ ロ
ー

ア ッ プの 必要性に つ い

て は､ ｢ 個別 の就学支援計画｣ の策定と運用の必要性を示

唆するもの である｡

ま た､ 中教審答申に示された上記の①と②と③の各観点

に つ い て は､ これ まで各都道府県及び各市町村の就学指導

委員会等におい て ､ それぞれ取り組まれて きて い る内容で

ある｡ しか し､ ④は､ ｢ 個別の就学支援計画｣ を活用した

就学指導の在り方に つ い て の提言であり､ 全国的に見て ､

各市町村教育委員会等の今後の重要な課題とな っ て い る ｡

さ らに､ 今日各市町村で は､ 市町村合併に伴い市の面

積と人口が増加し､ 就学指導の対象幼児児童生徒の 量的

及び質的拡大により､ 就学指導の体制づくりその もの に関

する困難さを抱えて い るの が実情である｡

そ こ で､ 本稿 では､ 軽度発達障害のある幼児を事例に ､

個別 の支援計画の就学版に当たる ｢ 個別の就学支援計画｣

の策定と運用を通して ､ 小学校 へ の就学支援を試みたの で､

その経過を報告すると共に考察を加え､ 今後の就学指導の

在り方に つ いて の知見を得る ことを目的とした｡

2 方 法

(l) 期間 : 20 0 Ⅹ 年 7 月 - 2 0 0 Y 年 7 月

(2) 事例児 : 幼稚園年長児 (5 歳) 障害名 : A D H D ､ 服薬

( 心理検査の 結果)

w IS C
-

Ⅲ : 全I Q 1 2 0 言語性I Q 96 ､ 動作性 IQ 14 6

( 3) 主訴 : ･ カ ッ と な りやすく､ 友達に 手を出すことが

ある ｡ 友達関係を つ くり に く い｡

･ 教師の 話を集中して 聞くの が苦手で ある｡

･ 予定の 変更に つ い て い けな い ､ な ど｡

園 1 ｢ 個別 の教育支援計画｣ 等の概念関係図 (尾 崎 200 3 p 1 7
一

部改変)
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特別支援教育に おける就学支援に関する
一

研究

(4) 方法 : 就学指導を通して事例児の ｢ 個別の就学支援

計画｣ を策定し､ これ を就学後の小学校に引

き継 ぎ､ 就学指導の 今後の在り方を検討する｡

3 結 果

(1) 事例児の行動観察の経過 (就学指導担当者に よる)

( 20 0 Ⅹ 年 7 月 の主な様子)

･ 他児とうまく関われず園内を
一

人 で うろう ろ歩く｡

･ 職員室に 頻繁に立ち寄り､ 怒 る こ とが ある｡

(2 0 0 Ⅹ 年 10 月 の主な様子)

･ 好きな遊びは集団に入れ る､ 我慢もで きる｡

･ 苦手な課題は教室か ら出て 行く｡

･
一

番 に な りた い と い う こだわりが強い ｡

(2 0 0 Y 年 2 月 の主な様子)

･ 1 月 に薬が変わり ､ 少 し落ち着い て きて い る｡

･ 自分なり の 心 の整理 の仕方を身に付けて きて い る｡

･ 鬼 ご っ こ な ど集団で遊 べ るよう に な っ て き た｡

(2) 保護者 へ の 就学支援

保護者と就学相談の 面談を繰り返した結果､ 知的に

はなん ら問題 はなか っ た が ､ 普通学級で は行動面で不

安が ある ことから､ まず 4 月か ら小学校の 障害児学級

(情緒障害) に 在籍して 手厚い指導を受け なが ら､ 母

学級で の 交流及び共同学習を積極的に行い ､ 本児 の適

応状況を見て ､ 徐 々 に普通学級に在籍を変更して いく

方向性を保護者と確認した｡

( 3) ｢ 就学相談記録表｣ の 作成

就学指導委員会で は､ 名称はそれぞれ異なるが ｢就

学相談記録表｣ 等の 書式を用い て ､ 審議対象児の就学

判定等の業務を行 っ て い る｡ こ の書式に は､ 就学指導

担当者に より､ 以下の 事項が記載された｡ ①本人 ･ 保

護者名､ ②在籍園名 ､ ③主障害 ･ 併せ持 っ 障害､ ④検

査結果､ ⑤身体障害者手帳 ･

療育手帳の有無 ･ 障害の

程度､ ⑥生育歴､ ⑦健診結果､ ⑧発達プ ロ フ ィ
ー

ル 表､

⑨園で の 観察結果､ ⑲園の 担当者の所見､ ⑪保護者の

意向､ ⑫就学相談担当者の 所見､ な どで ある｡

(4) ｢ 個別 の就学支援計画｣ の策定

表 1 に ､ 事例児の就学に 向け て策定した ｢個別の就

学支援計画｣ を示 した｡ こ の ｢ 個別 の就学支援計画｣

は
､ 全国特殊学校長会が まとめた ｢個別の 教育支援計

画｣ の書式
9)
を参考 に作成したもの で ある｡ こ の ｢ 個

別の 就学支援計画｣ は ｢ 個別 の教育支援計画｣ の
一

部

で あり､ 幼稚園 ･ 保育園等か ら小学校 へ の就学に 際し

て策定され るもの で ある (図 1 参照) ｡ こ の書式に は､

就学指導担当者に より､ 以下 の事項が記載された｡ ①

本人 ･ 保護者名､ ②障害名､ ③検査結果､ ④園 で の生

活 ･ 学習面､ ⑤医療機関か ら の情報､ ⑥本人の小学校

で の 希望や配慮､ ⑦家族の小学校で の希望や配慮､ ⑧

園から の希望や配慮 ､ ⑨小学校で必要と思われる支援

場面 ･ 内容､ ⑲具体的支援 (家庭生活､ 学校生括､ 余

暇 ･ 地域生活､ 医療機関､ そ の 他) ､ な ど で ある ｡ ま

た､ 小学校の担任教師は､ 実施 した⑪就学支援会議の

実施結果 ( 日時 ･ 参加者 ･ 協議内容 ･ 支援方針等) 杏

記録し､ 最後 に ､ 会議 の確認とし て特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー と担任教師と保護者の 三者がそれぞれ⑫

確認欄に チ ェ ッ ク ( レ 点) を記入する｡ た だ し､ ⑪ と

⑫ に つ い て は実施で きなか っ た｡

今回は､ 就学指導担当者 (相談員) が､ 事例児の実

態や教育的 ニ ー ズ
､
JL ､ 理 検査 の実施､ 保護者の希望､

幼稚園で の取り組み等に つ い て調査を実施し策定を行 っ

た｡ こ の書式は､ 事例児が今後小学校に就学するに際

し て ､ そ の必要とされる支援の 概要を年度末の 3 月末

にま とめたもの で ある｡ 基本的に ､ 小学校で は､ こ の

｢ 個別 の就学支援計画｣ に基 づ い て 就学支援会議が開

催され ､ 支援方針や指導目標 ･ 内容の 設定が行われ る

こと に な る｡

(5) 就学支援会議の設定

事例児が入学後の 6 月 に ､ 小学校に お い て事例児の

障害児学級担任教師と就学指導担当者との 2 名の間で ､

就学支援会議が行われ た｡ こ こ で ､ 担任教師か ら､ 小

学校で の生活や学習の 様子を話して もらうと共に ､ 就

学指導担当者の方か ら､ 幼稚園時代の様子､ さ ら に検

査結果か ら､ 事例児 は動作性知能が高く､ 視覚的認知

力が高い反面､ 言語 の記憶力や理解力が比較的低い こ

とか ら､ 絵 カ ー

ドや文字 カ
ー

ドを用 い て視覚に訴える

支援 を行 っ た り､ 話 し言葉を短く し て ､ 物事を具体的

に教え ると理解が しやすい ､ な どの ア ド バ イ ス を行 っ

た｡ 担任教師か ら､ 事例児は､ 4 月当初生活環境が大

きく変化した こともあり､ パ ニ ッ ク を度 々起 こ し て い

たが ､ 5 月 に薬 の種類を変え て か らは､ 比較的日中落

ち着い て い る こ とが多くな っ た､ と の報告がなされた｡

(6) ｢ 個別 の指導計画｣ の 作成

担任教師は､ 夏季休業中に ､ 事例児の ｢ 個別の 就学

支援計画｣ を参考に した上で ､ 事例児の 行動な どを分

析し､ 教科 ･ 領域ごと に ､ ま た は生活面と学習面に分

けた ｢個別の 指導計画｣ を作成 し､ 2 学期か ら こ れ に

基 づ い た授業 づくりを進めた｡

- 3 -



姉崎 弘 ･ 宮村 昇 ･ 薮岸加寿子 ･ 森倉 千佳

表 1 個 別の就学支援計画 (策定例)

本人 の プ ロ フ ィ
ー ル 記入 者 ( 0 0 0 0 就学指導担当者) 策定 目 : 2 0 0 Y 年 3 月末

氏名 0 0 0 0 男 ･ 女

保 護者名

障害名

A D H D

生年月 日 平成 年 月 日

家族構成 本人他 連絡先 T E L

幼稚園 で の 生活
･ 学習面 ( 担当教師 : 0 0 0 0 )

以前は 怒 っ て 職員室に 釆て い た が ､ 今は 比較 的怒 る こと が

減り安定して きた . ク ラ ス の まわりの 子 どもた ちが本 児 を配

慮して ､ そ っ として おい て くれた り､ 適切な 声 を掛 けて くれ

た りす るの で ､ イ ライ ラが減 っ て きた ｡ イ ライ ラ して も ､ 他

人 に は当 た らず 自分で 押 さえて (5
- lo ヵ) か ら集 団 に戻 っ

て く る ｡

心理 検査 の 結果

K - A B C (2 00 Y . 0 0 実施)

全I q
- 9 5 平均

同時処理) 継時処理 ( 有意差 1 % ) 視

覚的処理能力 に強く, 聴覚的記憶力 に弱

い ｡

W I S C - Ⅲ ( 2 0 0 Y . 0 0 実施)

全I q
- 12 0 優れて い る

言語性I q
- 96 動作 性 I q

- 14 6 視 覚

的認知力が 高く､ 言語の 記憶
･ 理解力が

比較的低い ｡

小学校の 生活面
･ 学習面で の 希望や 配慮 医療機関か ら の 情報

本人 の 希望 ･ 配慮

･ 友達と い っ し ょ に学習や活動を した い ｡

･ 授業時間 はや る ことが わか っ て い るか らい いが ､ 休み 時間

は友達関係な ど不安で ある ｡

小学校 の 障害児学級

( 情緒障害)

治療方針 ･ 投薬

2 週 に 1 回受診｡ 脳波検査 を1 年 に 1 回受けて い る ｡

て ん かん 波 あり｡ 薬 を夕方 1 回服用 して い る ｡

家族 の 希望 ･ 配慮

･ 普通 の子 どもと い っ しょ に学習や活動 をしたい の で ､ で き る だけ普通 ク ラ ス に入れて どう して も難 しか
っ た ら個別 に取り 出 して 障 害児 学級 で 指

導 して 欲 しい ｡

･ 本人が納得で き な いと パ ニ ッ ク に な る ｡ 次 の授業 へ の切 り替 え に 時間は かかるが ､ そ っ と放 っ て おくと そ のう ち収ま る ｡

･ 始 めて の環境 ( 教室 ･ 担任 の交代) に ､ もの すご く緊張す る の で慣 れるま で見守 っ て ほ しい
○

幼稚園 か らの 希望 ･ 配慮

. 日に よ っ て むらがある ｡ 月曜 日 は調子 が悪 い ｡ 朝 か らつ ま らな い様子 の 時もある ｡ 誘 い か けて も日 に よ っ て釆 な
い 時と受 け入 れ る時が ある ｡

･

遊 びや体育 などの勝負 の勝 ち負 けに もの すご く こだわ る｡ 負 けた 時に は ､ 自分
の気持 ちを押 さ え る の に時間 が かか る○

･

行事 は前 も っ て 日時 や 内容 をきちん と知 らせ て おく｡ 急 な予定 変更が ある と すぐに は受 け入れら
れず､ 時間 が必要 で ある ｡

小学校 で必要 と思わ れ る支援場面 や支援内容

･ 学習面 に つ い て は ､ 聴覚入力 が弱 い の で 主として 視覚的な提示 方法 ( 絵カ
ー ドや文字 カ

ー

ド) を用い ると理解 しや すい ｡ 事前 に と る べ き行 動 を

視覚情報 も活用 しな が ら予告 して あげ ると行動しやすい ｡ 算数 は 同じ問題を5 回線 り返 すと理解
で きる○

･ 休み 時間な ど､ 友達 との 間で トラ ブ ル が 起 こりや すい ｡ ト ラ ブ ル の 径緯を紙上で 図式 化して 示し､ 丁寧
に説 明して 理解を促し納得 させ る ｡

･ 体育 な どの ル
ー

ル で
､ 負ける とカ ッ とな り座り込ん だ り ､ もの に 当た っ た り どこか へ 行 っ て しまうが ､ 放 っ て おく とじきに 落ち着く｡ 物事の

ル
ー

ル を守 る ことの 大切さ を､ 本 人が納 得い くまで ､ わか りや すく繰り返し教え て い く｡

. ィ ライ ラした り ､ 気持ちが興 奮して パ ニ ッ ク に な っ た 時な どは ､ 本人がク
ー

ル ダウ ン で き る静か な 教室等が あ るとよ い と思われ る○

具体的支援

家庭生活 学校生活 余暇 ･ 地域生活 医療機関

夕食の 手伝い をす る ｡ 英会

話や 剣道に 通う｡ 父親 と ト

ラ ン プ な どの ゲ ー ム をする｡

好きな 映画や ビデ オ は 心が

落ち着くの で 時々 鑑賞 す る

とよ い ｡

視覚 に訴 え る わかりや す い

学習方法 をと る ｡ 次 に や る

ことを具体 的に指示 す る ｡

少 し 時間 は か か る が 集 団

( 社会生 活) の ル
ー

ル を丁

寧 に説 明して分 からせ る ｡

土日 は剣道 をす る ｡ 自分 か

ら体 を動か して 発散 さ せ る

よう にす る
｡ 約束す れば友

達と遊 べ るが ､ マ イ ペ
ー

ス

に なりや すく､ 友達 が 本児

に合わせ て くれ る ｡

0 0 0 0 医院 へ 通 院 ｡ ( 主

治 医 : 0 0 )

薬 を服 用 し､ て ん か ん 発 作

と イ ラ イ ラ を押 さ えて い る｡

3 月に ブ ロ ッ ク の 幼
･ 保

･

小学校 の合同交流会で ､ 本

児 の就学先 の小学校 教師 に

配慮点 を知 らせ ､ 担 任 に 引

き継 が れる予定｡ で き る
･

で きな い に もの す ごく敏感｡

本人が で き る状況を つくり､

で き た こ と を誉め る ｡

就学支援会議の 実施結果 ( 担任教師記入欄)

( 日時 ･ 参加者) ( 協議内容 ･ 支援方針等)

確認欄 ( レ 点) 特別支援教育 コ ザ ィ ネ
一

夕
-

[ コ 担任教師 [ニコ 保護者 ⊂コ

4 考 察

(1) 就学指導か ら就学支援 へ の 転換の 必要性

就学指導委員会は､ 主 に来年度就学予定の特別な教育

的 ニ ー ズ の あ る幼児児童等に つ い て ､ 実態調査をしたり､

保護者の就学相談等を行い ､ 対象児
一

人
一

人 に と っ て最

もふさわ し い就学先を保護者と共に見出して いく重要な

仕事を担 っ て い る｡ そ し て教育
･ 福祉 ･ 医学等の専門家

集団が協議の上で ､ 幼児児童等の
一

人
一

人 に つ い て ､ 適

正な就学先の判定等を行 っ て い る｡ 従 っ て ､ こ れ ま で の

就学指導委員会の主な任務とし て は､ ｢ 対象児 の調査､

就学相談､ 就学先の判定｣ の 3 点が あげられ る｡ ま た就
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特別支援教育に おける就学支援に 関する
一

研究

学先が決定後､ 就学先の 学校長に対して 就学予定児の配

慮事項等が引き継がれ て い る｡ しか しなが ら､ こ れ ま で

の 就学指導委員会の 主な取り組み は､ 対象児の 就学先の

判定や配慮事項の 引き継ぎ に留まり ､ 対象児の 小学校等

へ の就学後の 就学支援に関わる役割を必ずしも十分に果

たすことが で きなか っ た の で はな い か ､
と考え られる｡

また
､ 就学前に､ 幼稚園 ･ 保育園と小学校の教師が来

年度小学校 へ 就学予定の気に なる子どもに つ い て ､ 情報交

換をする機会 (幼保 ･ 小連絡会議) が､ 各地域 ごと に設け

られてはいるが､ その場 に来年度直接担任をする教師が必

ずしも出席して いな い こと､ また情報交換の場で はあるが ､

園 で の対象児の様子が話されるだけに留まり､ 就学後の支

援方針まで は検討できない ､ とい っ た課題があげられる｡

そ こ で
､
これからの就学指導は､ 就学支援とい う観点か

ら
､
就学先の判定等と併せて ､ 就学後の 支援方針を明示

した ｢個別の就学支援計画｣ の策定が不可欠であると考え

る｡ すなわち､ 就学後に対象児がどのような支援を必要と

して いる の かが
､
ひ と目でわかる支援 ツ

ー

ル ( 道具) が必

要なの で ある｡ こ の ツ
ー ル が これまで策定されずにきた こと

から､ 就学の前後で ､ 障害の ある幼児児童等の支援や指

導が分断され､ 幼稚園や保育園等から小学校に向けて ､ あ

るい は小学校から中学校に向けて ､
一

貫した教育的支援を

行うことができなか っ たと い えるの で ある｡

従 っ て ､ これからの就学指導委員会は､ 就学判定のため

の調査や審議ではなく､ 就学を全面的に支援するため の調

査や審議を行うよう転換を図る必要があり､ 幼稚園の教師

等に助言を行 っ た り､ 保護者や幼稚園の 教師等と共 に

｢ 個別の就学支援計画｣ を策定し､ 就学先 へ 引き継 ぎを行

う ことが重要になると考える｡ その ため に は､ 就学指導委

員会の役割の見直しと就学指導担 当者をはじめ関係者
一

人
一

人の専門的力量を今まで以上に 向上させる研修が必

要である｡ ま た､ 今後 この ｢ 個別 の就学支援計画｣ の 書

式を現今の ｢就学相談記録表等｣ に新た に組み込むための

工夫が求められるといえる｡ さ らに､ 就学指導委員会の 審

議内容や実施時期 ･ 回数等に つ い ても見直しをする必要が

ある｡ これ らの点 に つ い て は､ 現在市町村合併の問題を抱

えて いる ことから
､ 今後新市の就学指導の体制づくりを進

めて行く中で ､ 検討される べき課題であると考えられる｡

(2) 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー を 中心 に した校内就

学支援会議設定の必要性

｢個別の就学支援計画｣ は､ 今回就学指導の担当者が

3 月末 に試行的に策定したもの を､ 翌年度の 6 月 に 対象

児を新たに担任した小学校の教師に引き継い だ｡ 本来な

らば､ 年度当初の 4 月 に引き継が れる べ き で あ っ た と反

省され る｡ ま た､ こ の引き継ぎは､ 職務上小学校内の特

別支援教育 コ
ー デ ィ ネ ー タ ー を仲介す べ き で あ っ たと考

える ｡ そ れ は､ 特別支援教育 コ
ー デ ィ ネ ー タ ー

に は ｢ 個

別 の 就学支援計画｣ の 策定に当た っ て ､ 幼稚園 ･ 保育園

等との連絡調整をする役割がある
10)
か らで ある｡

そ して特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー が 日時を調整して､

で きれば4 月下旬から 5 月中旬頃に ､ 新担任教師の他に ､

保護者､ 幼稚園時の担任教師､ 就学指導の 担当者､ さ ら

に特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー の 5 名が 一 同 に会して ､

先に策定した ｢個別の就学支援計画｣ を元 に ､ 就学支援

会議を開催すべき であ っ たと考えられる｡ こ の 会議に要す

る時間は､ ケ ー ス に もよるが､ およそ 4 0 分 - 1 時間程度で

ある｡ こ の就学支援会議は､ 校内就学指導委員会の業務

の 一

部としてとらえる ことができると同時に ､ 特別支援教

育における校内委員会の持 っ機能に包括される
11)
もの と考

えられる｡

こ の ｢ 個別 の就学支援計画｣ は､ 対象児が小学校 へ 就

学する際に ､ 就学指導担当者が中心とな っ て策定した後

は､ 保護者に書式を保管して もら い ､ そ し て就学後に ､

就学支援会議の場に お い て ､ 保護者から ｢個別の就学支

援計画｣ を開示して もら い ､ 小学校の特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー タ ー が 中心とな っ て ､ 先 の 5 名 に よる就学支援

会議が開催 ･ 運営され る必要が ある｡

就学支援会議にお い て ､ 小学校就学後の対象児の 生活

面や学習面の様子から､ 何か問題点等があれば､ 保護者や

担任教師から情報を提供 してもら い ､ 就学前に策定した

｢個別の就学支援計画｣ を元に ､ 参加者全員で 支援方針や

配慮事項等を検討し合う｡ その際､ 保護者も支援者の
一 人

として ､ 対象児の家庭で の様子や幼稚園時代の様子等に つ

い て必要な情報を提供したり､ 就学 に際して の要望や配慮

事項等があれば出してもらうなど､ 会議に積極的に参加し

てもらう ことが重要である｡ また､ この 場で は保護者が日

頃の不安を解消して､ 今後の学習面や指導に見通しを持 っ

と同時に､ 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネ ー タ ー と担任教師が対

象児の支援方針を明確にし､ 把握する ことが重要である｡

従 っ て ､ 就学前に策定された ｢個別の就学支援計画｣

は､ い わば､ 原案 で あり､ 就学後の 対象児の 4 月
-

5 月

の 様子を見て ､ こ れ に修正を加え て いく必要がある｡ そ

して 対象児の 支援方針と配慮事項等を明確に する必要が

ある ｡ 小学校で は､ 教科 ･ 領域 に わたる指導が行われ て

い る こ とか ら､ こ の 修正され た ｢個別の就学支援計画｣

を踏まえ て ､ 各教科 ･ 領域ごと の ｢ 個別 の指導計画｣ を

作成 し､ 日々 の授業づくりが行われ る こと になる｡ な お､

就学支援会議を実施 した ら､ 担任教師は ｢ 個別の就学支

援計画｣ の書式に ､ 実施 した日時
･

参加者
･ 協議内容 ･

支援方針等を記入 し､ ま た､ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー

タ ー と担任教師と保護者 は､ そ れぞれ確認欄に内容確認

の サイ ン ( > ) を記入するよう に する｡

5 まとめ

今回､ 障害児学級籍とな っ た軽度発達障害児を事例に ､
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試行的に ｢個別の就学支援計画｣ を策定し運用して みた

結果､ こ れ から の就学指導の在り方に つ い て ､ い く つ か

の貴重な知見を得る ことが で きた｡ そ れ を以下に まとめ

る｡

(1) こ れ から の就学指導委員会は､ 就学を支援するため

の ｢ 就学支援委員会｣ とし て の機能を有する必要があ

り､ 従来 の ｢ 対象児の調査､ 就学相談､ 就学先の判定｣

と い っ た役割の他に ､ 就学を全面的に支援するため の

｢ 個別の 就学支援計画｣ を策定し就学先 へ 引き継 ぐ役

割がある｡ そ の ため に は､ 就学指導委員会の審議内容

や実施時期
･ 実施回数等に つ い て見直す必要がある｡

ま た､ 就学指導担当者を はじめ関係者
一

人
一

人 の専門

的力量の 向上が求められ て い る｡ さ ら に ､ 今後 これま

で の ｢ 就学相談記録表等｣ に ｢ 個別 の就学支援計画｣

の書式及び内容を如何に して 組み込むか､ 検討を加え

る必要がある｡ こ れ ら の点 に つ い て は､ 市町村合併に

よる新市の就学指導の体制づ くりを進め て いく中で検

討される必要がある｡

(2) ｢ 個別 の 就学支援計画｣ は､ 就学前は､ 市町村の就

学指導担当者が中心とな っ て 策定 して保護者に手渡し､

就学後は就学先の特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ ー が保

管して 担任教師が運用し､ 進学や転学時に は､ 保護者

に保管して もらい ､ 進学 ･ 転校先の 学校の特別支援教

育 コ
ー デ ィ ネ ー タ ー に 手渡すよう にする｡

(3) ｢ 個別の 就学支援計画｣ は､ 入学時の 4 月 に引き継

がれ る必要がある｡ ま た ､ 特別支援教育 コ
ー デ ィ ネ

ー

タ ー は 日時を調整して ､ 4 月下旬か ら 5 月中旬頃に ､

新担任教師の 他に ､ 保護者､ 幼稚園時の担任教師､ 就

学指導の 担当者､ さ ら に特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ー タ
ー

の 5 名が ､
一

同 に会して ｢ 個別の 就学支援計画｣ を元

に ､ 就学支援会議が開催され るよう配慮する必要があ

る｡ そ の 際､ 保護者に も情報提供等で積極的に参加し

て もらう こ とが大切で ある｡

(4) 就学前に策定され る ｢個別の就学支援計画｣ は､ い

わ ば ､ 原案 であり､ 実際 に は就学後の子どもの 様子を

見て ､ 加筆修正され る べ きもの で ある｡ そ して ､ こ の

修正された ｢個別の 就学支援計画｣ を元 に ､ ｢ 個別 の

指導計画｣ を作成し､ 日 々 の授業等の教育的支援を充

実させ る こ とが重要で ある｡

今回は､ 試行的な実践に留ま っ た ため､ 就学支援の 過

程に つ い て 検証を行うま で に は至らなか っ た｡ 今後の 課

題とし て ､ 以下 の点が あげられ る｡

第
一

に ､ 実際 に 就学指導委員会の 活動 の段階か ら､

｢ 個別の 就学支援計画｣ の 策定､ 就学後 の就学支援会議

の開催､ そ し て支援方針を明確に した上で ｢個別の指導

計画｣ を作成する､ と い っ た 一 連 の就学支援の過程を実

際に実践する こと で ､ さ ら に検討を加える必要が ある｡

第 二 に ､ 今回は､ 障害児学級籍とな っ た障害名が明ら

か な事例を取り上げた ことから､ 保護者の協力を得る こ

とが で き ｢個別の就学支援計画｣ の策定が比較的しやす

か っ た と い える｡ 今後､ 就学指導委員会の審議から漏れ､

しか も診断名が下され て い なく､ 小学校の通常学級籍と

な っ た軽度発達障害児の場合に つ い て も実施し､ さ ま ざ

まな知見を得る必要がある｡

第三 に ､ 今回は就学指導委員会の これから の役割に 関

する検討が主とな っ た ため､ 障害 の ある子どもを乳幼児

期か ら学齢期に至るま で い か に支援す べ きか､ と い っ た

長期的な ス パ ン か らは検討を加えられなか っ た｡ 今後､

特別支援連携協議会に お い て ｢ 就学相談 マ ス タ
ー プ ラ ン｣

等 の見直しを行い ､ 学齢前後に 関わる保健､ 医療､ 福祉､

教育 の各関係機関の 関係者との連携に よる就学支援 シ ス

テ ム 全体の在り方に つ い て も検討する必要がある｡

注

事例は､ 個人情報保護の観点から､ 本質 の部分を除い

て
一

部事実関係を変えて記載 して い る｡
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